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した遊び」と続くが、大きな差はなかった（図 6 ． 7 ）。
　運動遊びを活用した障害理解教育実施の際に望ましいツールとしては、「DⅤD」が217件と最も多
く、実施における子どもたちの動線や手順、進行状況等の遊びの全体像を視覚的に把握することを望
んでいることが判る。次いで、「指導案」（163件）、そして「絵本」や「紙芝居」となった。
表 4 　運動あそびと関連した障害理解教育の実施意向
図 6 　実践してみたいと思う運動あそび
図 7 　‌運動遊びを活用した障害理解教育実施の際に望ましい
ツール
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4 ．考察・まとめ
　本調査研究からは、障害理解教育の実施に関する意向を具体的に把握することができた。障害理解
教育の実施機関が34.6％となっている実態からは、先行研究でも示されたように（水野・徳田　
2006）、現在はまだ実践が十分には行われているには至っていない状況にある。一方で、今後障害理
解教育の実施を前向きに検討している割合は約 6 割であり、実施そのものに対しては前向きにとらえ
ている機関は多いことが示された。こうした状況は、近年の障害児を含む多様なニーズを抱える子ど
もの入園が増えている状況も反映されたとも推測できよう。
　実施においてあればよいと捉えている教育用ツールとしては、「絵本」が最も多くなっていること
については、日常の保育・教育実践にも取り入れやすいことも一因であろう。また、「指導案」を望
む声も多かった点について、単に教材があるだけではなく、その絵本や活動を行うねらいを伝えるた
めの効果的な方法を習得したいという認識があることが示唆される。実施機関がまだ少ない現状にお
いては、実施のためのツールを望む声が一定程度あることは当然ともいえる。障害理解教育そのもの
に対する情報の乏しさも、実施における教材を求める要因であろう。単に教材を提供するのみならず、
実践者のニーズに添った教材をパッケージとして構築する必要がある。
　「運動遊びと関連した障害理解教育があれば実施したいと思うか」との問については約 7 割が「はい」
と回答しており、すでに一定程度普及している「絵本」等を通した障害理解教育に加えて、DVDを
中心とした、動的な動きを学ぶことができる事例・教材・方法論等の開発・蓄積を期待する声は多かっ
た。「運動遊びと関連した障害理解教育があれば実施したいか」の問に「はい」と回答した割合では、
現に「障害児保育を実施している場合」に82.8％と高くなっている。このことから、より実践に関わ
る具体的、実践的な情報を求めているといえる。今後に向けて障害理解教育に取組む「意向有り」と
回答する場合には運動遊びと関連した障害理解教育のビーズは有意に高くなっていたことから、今後
実施を検討したいと考えている機関、そしてすでに障害理解教育の取り組みを行っている機関それぞ
れで、実践に関わる教材や情報のニーズがあるとおもわれる。なお、実践してみたいと思う運動遊び
として「声を出すことを制限した遊び」が135件と最も多くなっており、日常の保育・教育活動に取
り入れやすい方法への志向もあるとも思われる。「視覚を制限した遊び」「手の動きを制限した遊び」「聴
覚を制限した遊び」「足の動きを制限した遊び」と続くが、大きな差はなかったことから、様々な身
体的機能と関連付けた活動が実践可能であると考えている傾向が示唆される。ツールのニーズとして
は「DVD」が最も多いことからも、実施した際にどのような状況になるのか、そしてどのような子
どもたちの動線や手順、進行が活動として機能するのかなど、実施した場合の全体像を把握すること
を望んでいることがわかる。
　今後は、これらのニーズを踏まえつつ幼児向けの障害理解教育が開発されるとともに、それらが実
践を行いながら内容の修正が行われ、子どもの発達段階、そして保育・幼児教育実践者側のニーズに
添った内容にしていく取り組みが求められる。それらの教育プログラムやツールの実施の結果の評価
も併せて行い、広くその結果を発信することが障害理解教育の広がり、そして結果的にインクルーシ
ブ教育の発展につながるといえよう。
　本研究は、東洋大学オリンピック・パラリンピック特別プロジェクト研究助成の成果の一部である。
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